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産学、地域連携で進める健康医科学研究

フィールド・スタディとICTネットワークシステムを中心に紹介します。

東海大学 大学院 医学研究科 ライフケアセンター
佐多 憲二

2015.5月

第12回広域連携医療ネットワークシステム研究会（GCM12)

http://www.tmhs.jp
健康医科学産業推進協議会

産学連携でその基礎研究に取り組み、「健康」を科学的に解明してエビデンスを共有エビデンスを共有エビデンスを共有エビデンスを共有すること
で、万人の健康維持に貢献しようというものです。統計学的有意性を重視していた従来から、
個人の特性や違いに考慮した健康医科学個人の特性や違いに考慮した健康医科学個人の特性や違いに考慮した健康医科学個人の特性や違いに考慮した健康医科学への転換をめざし、健康の維持・促進と病気予防の
ための研究・教育・普及を図ります。 （関連施設：東海大医学部付属東京病院抗加齢ドック)

ライフケアセンターのミッションライフケアセンターのミッションライフケアセンターのミッションライフケアセンターのミッション

研究研究研究研究：：：：医学部（ライフケアセンター）医学部（ライフケアセンター）医学部（ライフケアセンター）医学部（ライフケアセンター）
体育学部、工学部、農学部体育学部、工学部、農学部体育学部、工学部、農学部体育学部、工学部、農学部

臨床臨床臨床臨床：：：：抗加齢ドック抗加齢ドック抗加齢ドック抗加齢ドック

ネットワークネットワークネットワークネットワーク

官との連携官との連携官との連携官との連携：：：：
国のプロジェクト国のプロジェクト国のプロジェクト国のプロジェクト：：：：文部科学省・総務省・農林水産省文部科学省・総務省・農林水産省文部科学省・総務省・農林水産省文部科学省・総務省・農林水産省

臨床研究における産官学連携体制の構築臨床研究における産官学連携体制の構築臨床研究における産官学連携体制の構築臨床研究における産官学連携体制の構築
Confidential

国際国際国際国際：中国病院（北京）との：中国病院（北京）との：中国病院（北京）との：中国病院（北京）との
抗加齢ドックの共同運営・研究抗加齢ドックの共同運営・研究抗加齢ドックの共同運営・研究抗加齢ドックの共同運営・研究（予定）（予定）（予定）（予定）

TMHS TMHS TMHS TMHS (Tokai Medical 
Health Science)システム

TMHS TMHS TMHS TMHS 協議会WEBシステム

エビデンスエビデンスエビデンスエビデンス
データベースデータベースデータベースデータベース

産学連携拠点産学連携拠点産学連携拠点産学連携拠点：：：：
健康医科学産業推進協議会健康医科学産業推進協議会健康医科学産業推進協議会健康医科学産業推進協議会

（（（（東海大学内）東海大学内）東海大学内）東海大学内）
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市民市民市民市民参加：参加：参加：参加：伊勢原市・厚木市・平塚市・秦野市・伊勢原市・厚木市・平塚市・秦野市・伊勢原市・厚木市・平塚市・秦野市・伊勢原市・厚木市・平塚市・秦野市・大和市大和市大和市大和市

コミュニティ・サイエンスコミュニティ・サイエンスコミュニティ・サイエンスコミュニティ・サイエンス

http://www.tmhs.jp
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TMHS
データ収集
アプリ群

TMHS TMHS TMHS TMHS 指導助言
アプリ群

入力系システム入力系システム入力系システム入力系システム サービス系システムサービス系システムサービス系システムサービス系システム 解析・出力系システム解析・出力系システム解析・出力系システム解析・出力系システム

抗加齢ドック
面談システム

■抗加齢ドックシステム

エビデンスエビデンスエビデンスエビデンス
データベースデータベースデータベースデータベース

健康医科学研究支援システムの構成 (現状)

■ ライフケアセンターの研究支援システム

TMHS
データ入力
アプリ群

分析・出力
アプリ群

(米国バンダビルド

大学含む)

測定機器・デバイス
通信方法により各種
インタフェース対応要

FeliCa歩数計歩数計歩数計歩数計

体組成計体組成計体組成計体組成計

血圧計血圧計血圧計血圧計

携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話F09A

MC-180体組成計体組成計体組成計体組成計

血液検査結果血液検査結果血液検査結果血液検査結果

運動・体力測定結果運動・体力測定結果運動・体力測定結果運動・体力測定結果

PCPCPCPC

タブレットタブレットタブレットタブレット

スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォン((((予定予定予定予定))))ケータイケータイケータイケータイ

個人別
結果報告書

分析レ
ポート、
研究論文

抗加齢ドック
データ入力
システム

抗加齢ドック抗加齢ドック抗加齢ドック抗加齢ドック
使用中機器類使用中機器類使用中機器類使用中機器類

抗加齢ドック抗加齢ドック抗加齢ドック抗加齢ドック
データベースデータベースデータベースデータベース

抗加齢ドック
分析システム

PCPCPCPC
個人別
結果報告書

クラウドクラウドクラウドクラウド
経由経由経由経由

PCPCPCPC
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PCPCPCPC

【目的】健康指標確立のための健康人
に対する介入研究指標候補の選定

血圧計

体組成計

東海大
サーバ

ウェルネスサポート
・運動指導
・身体測定
・来訪カルテ入力
・測定データ見守り
など

端末系機器端末系機器端末系機器端末系機器（自己測定機器）（自己測定機器）（自己測定機器）（自己測定機器）

インターネット網

インターネット網

携帯電話
＆

活動量計

自動アンサー自動アンサー自動アンサー自動アンサー
（測定結果を（測定結果を（測定結果を（測定結果を
毎日メール）毎日メール）毎日メール）毎日メール）

WSアプリで送信アプリで送信アプリで送信アプリで送信

①①①①参加者が測定結果を参加者が測定結果を参加者が測定結果を参加者が測定結果をWSアプリで送信アプリで送信アプリで送信アプリで送信

（携帯＋血圧計＋体組成計５１名、携帯のみ５６名、）（携帯＋血圧計＋体組成計５１名、携帯のみ５６名、）（携帯＋血圧計＋体組成計５１名、携帯のみ５６名、）（携帯＋血圧計＋体組成計５１名、携帯のみ５６名、）

②サーバが②サーバが②サーバが②サーバがWSサポートサーバからデータを一日サポートサーバからデータを一日サポートサーバからデータを一日サポートサーバからデータを一日1回バッチ取込、解析回バッチ取込、解析回バッチ取込、解析回バッチ取込、解析

③サーバが参加者へ測定結果を一日③サーバが参加者へ測定結果を一日③サーバが参加者へ測定結果を一日③サーバが参加者へ測定結果を一日1回メール回メール回メール回メール(自動アンサー自動アンサー自動アンサー自動アンサー)

④④④④コンシェルジュが測定結果を一覧して参加者へ見守りを行うコンシェルジュが測定結果を一覧して参加者へ見守りを行うコンシェルジュが測定結果を一覧して参加者へ見守りを行うコンシェルジュが測定結果を一覧して参加者へ見守りを行う

（データが来ているか、異常なデータが来ていないか、血圧が高い低いなど）（データが来ているか、異常なデータが来ていないか、血圧が高い低いなど）（データが来ているか、異常なデータが来ていないか、血圧が高い低いなど）（データが来ているか、異常なデータが来ていないか、血圧が高い低いなど）

日次バッチで日次バッチで日次バッチで日次バッチで
測定データ取込測定データ取込測定データ取込測定データ取込

被験者(参加者)

コンシェルジュ

・運動指導
（来訪カルテで管理）
・身体測定

被験者(参加者) センター来訪

コンシェルジュセンター

Confidential

ＵＡＣ支援システム全体像（２００９）ＵＡＣ支援システム全体像（２００９）ＵＡＣ支援システム全体像（２００９）ＵＡＣ支援システム全体像（２００９）
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UAC支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ
完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より

WS：ウェルネスサポート：ウェルネスサポート：ウェルネスサポート：ウェルネスサポート
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UAC支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ
完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より

個人別DB取得測定データ

• 携帯内蔵歩数計

– 歩数(１日計)

– Ex(１日計、１時
間毎)

– 歩行距離

– 消費カロリー な
ど

• 体組成計

– 体重

– 体脂肪率

– 骨量

– 基礎代謝量
など

• 血圧計

– 最大/最小血圧

• 体組成計

– 体重

– 体脂肪率

• 骨密度計

• 加速度脈波計

– タイプ(A-H)

– インデックス値

• 身長

• 腹囲

• 握力

• 10m障害物歩行

• 長座体前屈

• 上体起こし など

自己測定データ(毎日収集)身体測定データ
(秋トレ1回/4W）
（冬トレ事前/事後) • SRL

– ビタミンC(アスコル
ビン酸)

– ビタミンB1

– ビタミンB2

– ビタミンB12

– 葉酸

– β-カロチン

– ビタミンE

– BCAA

– バリン

– メチオニン

– イソロイシン など

• OHG

– 尿中クレアチニン
など

抗加齢ドック(事前/事後) 

SRL分分分分 EXCEL経由取込経由取込経由取込経由取込

OHG分分分分 EXCEL経由取込経由取込経由取込経由取込

１回目、事前分１回目、事前分１回目、事前分１回目、事前分DB入力入力入力入力

２回目２回目２回目２回目 事後分事後分事後分事後分DB入力入力入力入力

毎日収集して毎日収集して毎日収集して毎日収集してDB取込取込取込取込

参加者手帳
（秋トレ参加者が
毎日記入）

来訪カルテ
（秋トレ参加者が
センタ来訪時記入）

• 運動時間など

• センタでの運動
内容・時間

• 運動指導内容

• その他

帳票ベースで収集帳票ベースで収集帳票ベースで収集帳票ベースで収集

（後で（後で（後で（後でDB入力入力入力入力)
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UAC支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ
完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より
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開発・実証実績

１．一人当たり596項目の
個人別データベースを構築

２．ケータイを軸としたUACデータ収集
ネットワークシステムを構築

３．抗加齢ドックも活用した運動効果の
科学的検証

４．コンシェルジュセンターの
企画・開設・運営

５．コンシェルジュ機能、支援システム、
介入効果の実証、事業化への課題摘出

６．自治体・コミュニティ連携、街づくりに向
けた暮らし・ライフスタイル解析

実験で明確化された
具体的事実

■ ＩＣＴシステムの妥当性
・ケータイネットワークの圧倒的な利便性
・ケータイメールのモチベーション効果
・ケータイからｇｅｔした活動量から

多様な個人別時系列分析も可能

■ 3か月間の運動指導では
カラダ改善に限界

・血圧は下り体力はアップするが
コレステロールリスクは

改善されない
(56%は総コレステロール値ｵｰﾊﾞｰ、

12%が中性脂肪ｵｰﾊﾞｰ、
80%が酸化ＬＤＬｵｰﾊﾞｰ）

・筋肉をつけなければ代謝能力
は向上しない
(歩くだけでなくバランスの取れた
総合的運動が望まれる）
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UAC支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ
完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より

実証実験における成果実証実験における成果実証実験における成果実証実験における成果

１．アンケート調査から、「脂っこいものを好む被験者」に血液像の結果が悪い
傾向があることが明らかになった。

１．ＩＣＴ技術により、時間ごとの個々の被験者の行動パターンが明らかになり、
具体的な助言・指導が可能となった。

ICTによる成果による成果による成果による成果

調査と医学的検査の融合による成果調査と医学的検査の融合による成果調査と医学的検査の融合による成果調査と医学的検査の融合による成果

１．コンシェルジェセンターに頻繁に訪れ、「熱心に運動をする被験者」に
血液像の結果が悪い傾向があることが明らかになった。

コンシェルジェセンターによる成果コンシェルジェセンターによる成果コンシェルジェセンターによる成果コンシェルジェセンターによる成果

２．自動応答システムの採用により、１日以内に被験者に知らせることが可能
となった（リアルタイムでの助言・指導が可能となった）。

（会計検査院報告版）（会計検査院報告版）（会計検査院報告版）（会計検査院報告版）
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UAC支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ支援ｼｽﾃﾑ
完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より完了報告資料より
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当社の対応当社の対応考えられる事業リスク考えられる事業リスク

� ICT徹底活用のUAC2ﾚﾍﾞﾙにならない
と事業としてペイしない。それまで継続
させる資金が不足する。

�血液検査費用が高く個人ユーザ負担が
重い。

�総務省等のナショプロでベースを作る。但し、
自治体・NPO主体提案は現実難しく自らNPO
を設立し自治体連携することも検討中。

�東海大と検査会社(無償提供)の協力関係で凌
いでいるが限界もあり検査項目見直しも予定。
将来的には国の補助で健保等から出せれば素
晴らしい。

� ICTの進展に応じた健康機器からのﾃﾞｰﾀ
収集の多様化・標準化が必要。また、健康
は、栄養・運動・こころの3つが必要でその
全てのﾃﾞｰﾀ取得技術は発展途上(例：栄
養ｾﾝｻｰ）。

�東海大と企業20数社との健康医科学協議会でﾄﾗ
ｲｱﾙ中だが十分ではない。標準化はｺﾝﾃｨﾆｭｱﾍﾙ
ｽ対応＋ﾄﾞｺﾓのｳｪﾙﾈｽｻﾎﾟｰﾄで対応していく。

技術開発は経産省系のﾅｼｮﾌﾟﾛに挑戦したい。

�これも一つのビジネスと考えどこかと組むこと
も検討したい。資格制度も欲しい。

プロジェクトリスクの整理と対応

� ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭｾﾝﾀｰの設置、維持費用。

(広域化対応。将来はｱｼﾞｱへも展開。)
�ナショプロで捻出したが終了で資金が続かな
い。今後ｽﾎﾟﾝｻｰ(支援者)探しが必要。本音は
自治体の協力がほしい。ｱｼﾞｱは協力者連携
予定。

�将来大量のｺﾝｼｪﾙｼﾞｭが必要。ｽｷﾙ保有
者集め、教育、育成が追いつくか？

�収集された大量ﾃﾞｰﾀの解析とそこからの
知識抽出はｻｰﾋﾞｽの質の生命線である
が技術的ハードルも高い。

�東海大の抗加齢ドックの経験を活用しているが、
まだまだﾃﾞｰﾀが少なく更に多くのｽﾀﾃﾞｨを走らせ
る。解析は米国ﾊﾞﾝﾀﾞﾋﾞﾙﾄﾞ大の協力を得ている。

総務省総務省総務省総務省 ICT経済・地域活性化基盤確立事業経済・地域活性化基盤確立事業経済・地域活性化基盤確立事業経済・地域活性化基盤確立事業 ユビキタス特区事業ユビキタス特区事業ユビキタス特区事業ユビキタス特区事業 終了評価会資料終了評価会資料終了評価会資料終了評価会資料
2010.06.24
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「ICTを活用した生活習慣病の予防・改善」システム(201１)全体像

サーバ・サーバ・サーバ・サーバ・DBシステムシステムシステムシステム

タッチ式タッチ式タッチ式タッチ式
多機能端末多機能端末多機能端末多機能端末
(iPad2)

被験者食事履歴被験者食事履歴被験者食事履歴被験者食事履歴////
検査情報登録閲覧検査情報登録閲覧検査情報登録閲覧検査情報登録閲覧

管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士
指導助言指導助言指導助言指導助言

就寝時に就寝時に就寝時に就寝時に
測定測定測定測定

心拍・呼吸測心拍・呼吸測心拍・呼吸測心拍・呼吸測
定（枕下）定（枕下）定（枕下）定（枕下）

腎臓病食材、
レシピ等の
大量コンテ
ンツ

腎臓病（腎臓病（腎臓病（腎臓病（CKD)食事指導食事指導食事指導食事指導

自律神経系スタディ自律神経系スタディ自律神経系スタディ自律神経系スタディ

生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集
システムシステムシステムシステム(生体系）生体系）生体系）生体系）

食事履歴、血液食事履歴、血液食事履歴、血液食事履歴、血液
検査結果等入力検査結果等入力検査結果等入力検査結果等入力

食事指導食事指導食事指導食事指導
助言入力助言入力助言入力助言入力

生活習慣病指導助言生活習慣病指導助言生活習慣病指導助言生活習慣病指導助言
システムシステムシステムシステム(食事指導）食事指導）食事指導）食事指導）

食材栄養成分食材栄養成分食材栄養成分食材栄養成分/レシピレシピレシピレシピ
情報の成分コンテンツ情報の成分コンテンツ情報の成分コンテンツ情報の成分コンテンツ
大量登録大量登録大量登録大量登録

運営ｽﾀｯﾌ食材運営ｽﾀｯﾌ食材運営ｽﾀｯﾌ食材運営ｽﾀｯﾌ食材
情報整備情報整備情報整備情報整備

来院時来院時来院時来院時
(2W(2W(2W(2W毎毎毎毎))))収集収集収集収集

毎日ネッ毎日ネッ毎日ネッ毎日ネッ
ト収集ト収集ト収集ト収集

血圧計血圧計血圧計血圧計

体組成計体組成計体組成計体組成計

リレーキーリレーキーリレーキーリレーキー

活動量計付活動量計付活動量計付活動量計付
ドコモ携帯ドコモ携帯ドコモ携帯ドコモ携帯

尿糖計尿糖計尿糖計尿糖計

被験者自己測定被験者自己測定被験者自己測定被験者自己測定

歩数歩数歩数歩数/体組成体組成体組成体組成
/血圧血圧血圧血圧

尿糖値尿糖値尿糖値尿糖値
(1日日日日6回回回回)

NTTドコモドコモドコモドコモ
携帯網携帯網携帯網携帯網

糖尿病スタディ糖尿病スタディ糖尿病スタディ糖尿病スタディ

生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集
システムシステムシステムシステム(生活系）生活系）生活系）生活系）

コメディカル用コメディカル用コメディカル用コメディカル用PC

コメディカルコメディカルコメディカルコメディカル
指導助言指導助言指導助言指導助言

検診データ検診データ検診データ検診データ
/指導助言指導助言指導助言指導助言

指導指導指導指導
助言助言助言助言

アプアプアプアプ
リリリリ 生活習慣病指導助言生活習慣病指導助言生活習慣病指導助言生活習慣病指導助言

システムシステムシステムシステム(食事指導以外）食事指導以外）食事指導以外）食事指導以外）

データ連携データ連携データ連携データ連携
バッチバッチバッチバッチ

東海大東海大東海大東海大
サーバサーバサーバサーバ
共有共有共有共有DB

被験者自己測定被験者自己測定被験者自己測定被験者自己測定

Felica

歩数計歩数計歩数計歩数計

Felica

R/W

毎日毎日毎日毎日
収集収集収集収集

歩数歩数歩数歩数

Felica

R/W

データ連携データ連携データ連携データ連携
バッチバッチバッチバッチ

歩数歩数歩数歩数/

体組成体組成体組成体組成

来院時来院時来院時来院時
収集収集収集収集

毎日収集毎日収集毎日収集毎日収集

生活習慣病予備軍スタディ生活習慣病予備軍スタディ生活習慣病予備軍スタディ生活習慣病予備軍スタディ

生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集生活習慣病データ収集
システムシステムシステムシステム(生活系）生活系）生活系）生活系）

業務用業務用業務用業務用
体組成計体組成計体組成計体組成計
MC180

あいクリニックあいクリニックあいクリニックあいクリニック
orororor伊勢原ﾗｲﾌｹｱｾﾝﾀ伊勢原ﾗｲﾌｹｱｾﾝﾀ伊勢原ﾗｲﾌｹｱｾﾝﾀ伊勢原ﾗｲﾌｹｱｾﾝﾀ

モバイル
WiFiルーター

モバイル
WiFiルーター

TANITA  

「からだ「からだ「からだ「からだ
カルテ」カルテ」カルテ」カルテ」
サーバーサーバーサーバーサーバー

TANITA  「からだ「からだ「からだ「からだ
カルテ」サーバーカルテ」サーバーカルテ」サーバーカルテ」サーバー

自己ﾃﾞｰﾀの自己ﾃﾞｰﾀの自己ﾃﾞｰﾀの自己ﾃﾞｰﾀの
確認確認確認確認(被験者被験者被験者被験者)

Confidential

10
10
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2013年度時点のもの
現在は変更されている

抗加齢ドックのデータ解析、栄養と運動の介入研究等抗加齢ドックのデータ解析、栄養と運動の介入研究等抗加齢ドックのデータ解析、栄養と運動の介入研究等抗加齢ドックのデータ解析、栄養と運動の介入研究等
運動と栄養の介入研究 バランスボードやロープ運動が身体バランスに

及ぼす効果の研究

気分障害患者に対する音楽療法に関する研究 前庭入力と体性感覚との相互作用の機序の解明 化粧による心理的・生理学的効果の評価研究

体動モニタリングによる睡眠の評価研究
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加速度脈波計
体組成計(業務用)

NIRS（血流計）
脳波計

中枢神経糸と末梢神経系の同期

血液・尿検査

生化学検査用
ｽﾄﾚｽﾏｰｶｰ等
抗加齢検査

RNA

心電計

心電図心電図心電図心電図

脈波計

血管の状態血管の状態血管の状態血管の状態 骨密度骨密度骨密度骨密度血流の状態・脳波血流の状態・脳波血流の状態・脳波血流の状態・脳波血液・尿血液・尿血液・尿血液・尿

超音波診断

動脈硬化度
頚動脈の太さ

頚動脈の太さ頚動脈の太さ頚動脈の太さ頚動脈の太さ

体の構成要素体の構成要素体の構成要素体の構成要素

骨密度計

体脂肪率
体のバランス
筋肉量

血糖計

血圧・血糖値・活動量、睡眠、他血圧・血糖値・活動量、睡眠、他血圧・血糖値・活動量、睡眠、他血圧・血糖値・活動量、睡眠、他

エルゴメーター トレッドミル

体力測定（介入効果の測定）体力測定（介入効果の測定）体力測定（介入効果の測定）体力測定（介入効果の測定）

ク
リ
ニ
ッ
ク
・ド
ッ
ク

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム

開眼片足立ち
６分間歩行心拍数など

問診・アンケート・その他
※遺伝子検査・体内動態（腸内細菌）

作成：作成：作成：作成：2012年年年年

Copyright TMHS ( Tokai Medical Health Science ) All rights reserved

生体生体生体生体/健康・機器健康・機器健康・機器健康・機器/センサーセンサーセンサーセンサー

クラウドクラウドクラウドクラウド

スマートフォンを基軸にした最新健康管理ツール（例）スマートフォンを基軸にした最新健康管理ツール（例）スマートフォンを基軸にした最新健康管理ツール（例）スマートフォンを基軸にした最新健康管理ツール（例）

血圧計

会話
音声分析

生体リズム計

ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ型
ｾﾝｻｰ

睡眠
センサーマット

歩数や食事、
睡眠等を追跡

PC（アプリ）経由データ収集

ﾘﾝｸﾞ型
振動ｾﾝｻｰ

新技術

スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォン

タブレット、タブレット、タブレット、タブレット、PC

個人別
データ

体組成計

血糖計
Felica
歩数計

電波で感知
する睡眠系

WiFiWiFiWiFiWiFi

BluetoothBluetoothBluetoothBluetooth
GPSGPSGPSGPS

心拍・呼吸測定（枕下）

PHR ・・・・ライフログライフログライフログライフログ
(個人データの自己管理、自己改善）

eHealth
ゲートウェイ
サーバ
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スタディ実施マネジメント

15

健康医科学研究のフィールドスタディとＩＣＴ

All Rights Reserved Copyright TOKAI UNIV.

目的
得たい
結果

必要データと取得・
解析方法（案）

スタディ計画
(提案骨子)

データ取得要件必要被験者像 データ活用要件

指導・助言
アプリ仕様

解析ストーリ、
アプリ・ツール
選定

センサー/機器
端末設置要件

連携団体・組織決定
被験者リクルート

スタディ詳細計画
(プロトコール、体制、スケジュール)

個人別スタディ結果
フィードバック

目的に対する
評価

センサー/機器
端末選定

データ取得・データ送信方法、
個人別データベース項目確定

スタディ
実施

技術
調査

システム
開発 全ﾃﾞｰﾀ

の解析
被験者、関係者
への説明会

個人別評価レポート作成

2012.07.31

予算
制約

16
All Rights Reserved Copyright TOKAI UNIV.

健康医科学研究のフィールドスタディにおける留意点 2012.07.31

・予算、期間から見て、規模(スタディパターン数、被験者数）を決める。
・取得データと端末を決めればスタディの全貌がほぼ見通せる。
・一番カネがかかるのは人件費なのでシステム開発費、運用支援費を前提を明確に
して見積もる。
・ハードよりもサービス費、通信費、家賃等のランニングコストをちゃんと見積もる。
・連携先、支援者には事前に話を通しておく。だめになった場合の代替も考えておく。

企画・提案時

・技術は日々進歩する。常時技術情報入手できる仕組みを確立する。
・Ｗｅｂからは複数ルートで情報を入手し、実態を把握する。
・魅力的でも成熟途上、未完成な技術、製品はwatchとし、適用時期にavailableな製
品を適用する。但し、システムライフをどうするか、新製品への移行時の制約、留意
点、概算コストを事前検討しておく。
・システム開発をソフト開発企業に見積もり依頼する場合は実開発以外の工数(運用
サポートなど）も対象にすること。前提となる開発ボリューム（画面数、異常時対応
等）や難易度、生産性向上対応、ペナルティも明確にさせる。

ＩＣＴ
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All Rights Reserved Copyright TOKAI UNIV.

健康医科学研究のフィールドスタディにおける留意点 2012.07.31

・個人情報は個人別データベースには格納しない。ＩＤのみで管理する。ＩＤと氏名の
対応はライフケアセンターの特定PCでのみ管理する。
・被験者に対しては最初は厳しく(制約、出来ないことは最初にはっきり言っておく）、
実施段階でのクレームに対しては迅速に真摯に対応する。
・スタディがイヤにならないように工夫する。金銭的見返りが無い場合の参加者のメ
リットを十分考えドロップアウトを防止する。実証実験は一般的に3カ月が限度（飽き
るため）と言われているが、実験成果を出すには6カ月以上ほしい。

被験者対応

・事務処理を軽視しない（特に省庁・自治体等の発注者からの連絡、報告に対しては
迅速に対応し、心証を良くする）
・大学、企業における倫理委員会等臨床研究計画承認会議向け資料作成、承認は
時間がかかるので先手先手で準備する
・進捗、不具合、連絡事項、アクション事項(担当、期限必須）の管理を徹底する。
必ず議事録(ホワイトボード写真可)を残す。また予算消化状況も常時監視する。

マネジメント

All Rights Reserved, Copyright 

JBIC 2007
18

産業産業産業産業 生活生活生活生活 検診検診検診検診 医療医療医療医療

個人個人個人個人 企業・学校・自治体企業・学校・自治体企業・学校・自治体企業・学校・自治体 病院、診療所病院、診療所病院、診療所病院、診療所

薬局

スーパー
コンビニ

フィットネス
スポーツクラブ

A病院の
電子カルテ

EMREMREMREMR
XX年
検診結果
データ

個人健康
記録

B病院の
電子カルテ

EHR／生涯カルテへと発展していくEHR／生涯カルテへと発展していくEHR／生涯カルテへと発展していくEHR／生涯カルテへと発展していく

個人の承諾のもとに必要デー
タをインポート(将来）

YY年
検診結果
データ

個人健康
記録

PHRPHRPHRPHR

日本における日本における日本における日本におけるPHR、、、、EMRの位置付けの位置付けの位置付けの位置付け

（ＰＨＲ：Personal Health Record）
個人別時系列健康情報
（EMR：Electronic Medical Record)

日本の電子カルテ

（EHR：
Electronic Healthcare Record)

個人個人個人個人別時系列健康情報別時系列健康情報別時系列健康情報別時系列健康情報
参考

健診
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今後の技術の見極め

All Rights Reserved Copyright TOKAI UNIV.

2012.07.31

・3D加速度センサーの実装形態の進化により、
アームリング型アームリング型アームリング型アームリング型が台頭、防水、運動時測定等従来の制約もブレークスルー

・BluetoothとWiFiが通信の基本に、
場所を選ばないGPSからもデータ取得
USBは充電手段の主役になり、データ転送は脇役化

・睡眠計測、ナビゲーション等の分野の機器が多く登場、研究用から一般市場へ
顧客への健康訴求が脱メタボ、ダイエットからストレス、疲労等自律神経系への
アプローチなど多様化の波。今後は抗加齢、脱ロコモなども考えられる。

・・・・スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォンを中心に「個人のデータ自己管理」が当たり前の時代になる。
・ナビ（ナレッジ）や専門家の支援機能支援機能支援機能支援機能がついて本気度アップ。
・単機能（歩数のみ）から多様なデータ(活動、睡眠、食事）の受け入れ

→ライフログライフログライフログライフログ的 ＰＨＲを意識しだしている→今後はPHR管理アプリの競争に！
・標準化を謳うも、やはり垂直統合垂直統合垂直統合垂直統合による閉鎖的囲い込み。

技術の潮流技術の潮流技術の潮流技術の潮流

センサー → スマホ→ クラウド → ビッグデータビッグデータビッグデータビッグデータ
による大量データ解析からこれまで分からなかった真実が分かる

TMHS
データ収集
アプリ群

TMHS TMHS TMHS TMHS 指導助言
アプリ群

入力系システム入力系システム入力系システム入力系システム サービス系システムサービス系システムサービス系システムサービス系システム 解析・出力系システム解析・出力系システム解析・出力系システム解析・出力系システム

エビデンスエビデンスエビデンスエビデンス
データベースデータベースデータベースデータベース

今後の ＴＭＨＳシステムの方向性

TMHS
データ入力
アプリ群

分析・出力
アプリ群

(米国バンダビルド

大学含む)

測定機器・デバイス
通信方法により各種
インタフェース対応要

FeliCa歩数計歩数計歩数計歩数計

体組成計体組成計体組成計体組成計

血圧計血圧計血圧計血圧計

携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話F09A

MC180体組成計体組成計体組成計体組成計

血液検査結果血液検査結果血液検査結果血液検査結果
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